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（データの傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することが 
できるかどうかをみる問題） 

（１）課題が見られた問題について 

 「日照時間が６時間以上の日は、６時

間未満の日より気温差が大きい傾向に

ある」と主張することを、「２つの度数

分布多角形の特徴を比較して説明する」

という問題でした。この問題は、半数 

以上の生徒が問題の意味を理解できて

いない、またはどのように答えてよいか

分からないという傾向が見られました。 

このような問題に対応するためには、

グラフや資料から何が分かるのかを 

読み取り、自分の言葉で表す力が必要で

す。しかし、多くの生徒は度数分布表や

ヒストグラムなど、表やグラフをかく 

ことが学習の目的となり、表やグラフの

分析・考察まで考えを深めることができ

ていないために適切に解答することが

できなかったのではないかと考えられ

ます。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

  データの活用領域で、説明する力を 

つけるには、データに基づき、解決の 

過程や結果を批判的に考察する力を 

つけていく必要があると考えます。ここ

で言う「批判的」とは、「物事を単に  

否定することではなく、多面的に吟味

し、よりよい解決や結論を導くこと。」

を指しています。 

本調査問題からは、度数分布多角形 

から必要な情報を読み取り、そこから 

分かることを論理的に説明する力を 

伸ばす必要があることが分かります。    

そのためには、度数分布多角形とは何かを知っているだけではなく、度数分布多角形で   

データを解釈することや、導き出された結果を用いて、課題を解決できることが前提となり

ます。そのための授業改善の方向として、２つ以上のデータを比較検討する場面で、正確に

データを読み取り、共通点や相違点など、分析の視点を明確にした考察ができることが必要

だと考えます。また、日常生活を題材とした問題場面では、本調査の「気温差」などの用語

の理解でつまずく生徒も考えられます。授業でも多くの語彙に触れるなど問題場面の工夫が

必要だと考えます。 
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（ある条件の下で、いつでも成り立つ図形の性質を見いだし、それを数学的に表現する 
ことができるかどうかをみる問題） 

 

（１）課題が見られた問題について 

         で出題された図３の△ＤＥＦを   

図６の△ＧＨＩに置き換えたとき、異なる形

の三角形を、条件を保ったまま動かしたとき、

重なってできる四角形の内角について、いつ

でも成り立つ性質を見つけて、数学的に表現

する問題です。自ら図形の性質を見いだし、

説明することを苦手とする生徒は多くみられ

ます。本調査でも、何を考えたらよいか分か

らない、見いだした性質をどう表現したら 

よいか分からないという生徒が多くみられま

した。       や   から、示された図形の

性質や図形の合同の説明を、根拠を基にする

ことは理解が進んでおり、指導の成果と考え

られます。図形を様々な角度から解釈したり、

問題場面が変わったときに、それまで考えた

ことを基に発展的に考えたりする柔軟さに課

題が見られます。 

 

（２）指導の改善・充実に向けて 

  図形領域においては、与えられた問題を解

くだけでなく、問題条件の一部を変更しても

同じことがいえるのか、どの場面でも共通し

て使える根拠はどんなものがあるのかなど、

自ら進んで発展的に考えることが数学的な 

見方や考え方を深めることにつながります。

本調査の    では直角二等辺三角形に変え

たときどうなるか考えましたが、一歩進めて 

考えるなら、正三角形に置き換えても条件が

同じならどうか、特別な三角形でない場合は

どうか、どちらも特別な三角形でない場合は

どうかなど、条件を変えて扱いを広げること

が可能です。これは、図形領域に限ったこと

ではありません。他の領域においても発展的

に考察することを大切にしたいものです。 

また、自分が見つけた図形の性質を、数学

的に正しく表現する力を養うことも大切で

す。自分の考えを数学的な表現を用いて表出

し、ペアやグループで説明し合うことで、  

正しく表現する力、さらには、数学的な表現

を理解する力の育成につながります。正しく

表現することを大切にした授業を繰り返していくことが必要であると考えます。 

２ 調査問題 ９ ⑶  

 ９ ⑶ 

９ ⑴ ９ ⑵ 

９ ⑶ 


